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国際人種差別撤廃デーを記念する国連総会の会合で、人権副高等弁務官が声明を述べた。

内容は以下のとおり。「アフリカ系の人々のための国際の 10 年」は今年が最終年である。

国際の 10年は、植民地主義・奴隷制の遺産に起因する制度的人種主義・人種差別への対処

の方法に関する対話を促進する場として機能し、主な人権義務を実施する各国を支援する

具体的な勧告が行われた。国際の 10年ではまた、アフリカ系の人々の歴史と世界中の多く

の社会へのかけがいのない貢献が讃えられた。人種差別との闘いは我々の人権活動の中核

にある。高等弁務官が公表した 2021年の「人種的正義と平等のための革新的変化に向けた

4つのアジェンダ」は、否定の文化の逆転、制度的人種主義の解体、奴隷制の遺産への取り

組み、賠償的正義の実現という各国政府に対する行動型の勧告を行っている。高等弁務官

の昨年のガイダンスノート、事務総長の最新の報告書も具体的な勧告を行っている。 

 


